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26 月3 来春

祝闘蹴錨
石
原
町
長
や
関
係
各
位
の
方
々
が
出
席
し
、
工
事
の
安

全
と
完
成
を
祈
念
し
、
七
月
二
十
三
日
工
事
安
全
祈
願
祭

が
K

行
わ
れ
ま
し
た
。

=青空と緑と産業のまち昭和町=

I"'l (船 本町は

，志堅~~ ボクシング

符包ト州 会場です
"，~I \、之シ、

治両…玉貯ミコ
かいじ、竺竺.H

困俸を成功させよう

・かも、じ国体・会期...・H ・..

冬季大会…61年 1月 28日'"31日

夏季大会…61年 9月 7日'"10日

秋季大会…61年 10月 12日'"17日

・ふれあいのかいじ大会・会期……

61年 10月 25日'"26日

|、



昭和 60年 9月1日発行 (2)わ-つよし報広

本
町
で
は
、
明
る
い
住
み

よ
い
町
ず
つ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

町
民
す
べ
て
が
健
康
で
文
化

的
な
生
活
が
出
来
る
た
め
の

一
大
拠
点
と
し
て
保
健
セ
ン

タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

働
く
婦
人
の
家
、
児
童
館
か

ら
成
る
多
目
的
合
併
施
設
、

昭
和
町
総
合
会
館
を
役
場
庁

舎
東
隣
り
に
、
来
年
三
月
の

完
成
に
向
け
て
工
事
に
着
手

し
ま
し
た
。

総
合
会
館
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
併
設
児

童
館
一
階
建
て
で
、
敷
地
面

積
は
、
一
二
、
三
九
九
・
九

二
2m
に
一
階
一
、
五
九
九
・

四
八

d
、
二
階
一
、
三
三
八

・
九
二

d
、
児
童
館
二
二
五

・
二
二

d
建
物
延
面
積
三
、

一
六
三
・
七
二

2m
の
規
模
に

町
民
の
健
康
管
理
の
保
健
セ

ン
タ
ー
、
ね
た
き
り
老
人
用

浴
室
、
リ
ハ
ビ
リ
設
備
、

勤
労
婦
人
に
対
す
る
指
導
、

講
習
、
レ
ク
レ

1
シ
ョ
ン
の

施
設
、
温
泉
(
ボ
ー
リ
ン
グ

)
に
よ
る
浴
室
、
露
天
風
呂

そ
れ
と
児
童
が
伸
び
伸
び
遊

べ
る
施
設
な
ど
充
実
し
た
施

設
設
備
を
完
備
し
て
、
町
民

み
ん
な
が
ふ
れ
あ
い
、
交
流

で
き
る
施
設
と
し
て
大
き
な

期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ク
ワ
入
れ
を
行
う
石
原
町
長

機能回復室
運動指導室平面図〕

平面図〕

( 1階

( 2階



わ-つし報広( 3)昭和 60年 9月 1日発行

祝
一
持
敬
老
の
目
九
月
十
五
日

老
人
福
祉
週
間
九
月
十
五
日
j

二
十
一

よ

⑧ 

③ 

敬
老
の
日
は
、
決
し
て
一
年
に
一
度

限
り
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、

常
に
平
和
な
休
息
が
与
え
ら
れ
敬
愛
の

念
を
も
っ
て
見
守
ら
れ
、
明
る
い
豊
か

な
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
、
老
人
福
祉

の
充
実
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

「
敬
老
の
日
」
に
は
、
毎
年
町
長
自

ら
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
を
訪
問
、

祝
意
を
表
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
次
の
方
々
が
米
寿
を
迎
え
ま
す

保坂なつの氏

【河西】

山本とり氏

【河東中島】

(
出
生
順
)

小宮山ふみ氏

【押越】

河野幸五郎氏

【西条一区】

日秋山もとよ氏鷹野きくよ氏

【西条二区】

いま氏佐野敦氏中所

【西条二区】【河東中島】【西条一区】

( 9月 1日現在)敬称略

九
月
十
五
日
か
ら
の
老
人
福
祉
週
間

を
は
さ
ん
で
各
地
以
で
敬
老
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

長
年
社
会
に
尽
し
、
社
会
を
支
え
現

在
の
平
和
な
社
会
を
築
い
て
と
ら
れ
た

訳
で
、
そ
う
し
た
意
味
で
老
人
は
社
会

の
先
輩
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
ま
た
、
そ

の
尊
敬
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
社
会
か

ら
与
え
ら
れ
る
権
利
を
も
っ
て
お
り
ま

す。

一三二二 地区別高齢者数と

人口に対する割合~一一一一色

(高齢者二65歳以上 8月1日現在) <年齢>

97才

95才

94才

93才

94才

92才

92才

92才

92才

91才

91才

90才

90才

90才

90才

90才

名>

観諦

寿実志

ノ¥jレ

喜誉

1，まよ
美津じ

豹三

志やう

ゑけ
さか

のぶ

としょ

トヨ

円す
ゃう

もとよ

氏

間

沢

西

福

村

水

原

沢

保

坂

井

野

野

田

川

口

<

野

川

久

小

小

中

今

河

清

青

野

飯

保

笠

高

畑

長

石

小

<地区>

河西

飯喰

築地新居

清水新居

西条一区

押越

上河東

西条一区

11 

西条二区

押越

西条新田

西条一区

d-------------------------------EE
・E・-----... ， •...... 

，
 

••..... 

，
 

••......••. 

E・E・---
-

地 区 男 ω 女 仏) 計 仏j 割守合F 川1? 

西条 一 区 43 70 113 14.2 

西条二 区 52 82 134 6.2 

清水新居 27 58 85 8.6 

西条 新田 20 27 47 8.6 

押 越 53 65 118 13.0 

河 東中島 44 60 104 11.9 

紙漉阿原 19 35 54 8.3 

築地新居. 30 52 82 10.5 

飯 喰 16 24 40 8.9 

河 西 43 50 93 12.6 

上河東 19 35 54 11.6 

上河東二区 11 14 25 2.5 

合計 377 572 949 9.1 
」



郡

体

育

祭

判昭
和
町

1
総
合
四
位

昭和 60年 9月 1，'日発行 (4)

第
十
五
回
子
ど
も
ク
ラ
プ
球
技
大
会

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

国体の成功は皆んなの力で

ま
た
、
大
会
開
会
式
の
席
上
、
本
町

上
河
東
、
細
田
健
児
氏
が
長
年
の
社
会

体
育
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
郡
体
育
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

リハーサル大会11月19日"-'24日

健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
子

ど
も
の
体
力
増
進
を
は
か
る
と
と
も
に

汗
を
流
す
中
で
子
ど
も
ク
ラ
ブ
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
十

五
回
昭
和
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ
球
技
大
会

(
主
催
・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
指
導
者
連
絡

協
議
会
)
が
八
月
四
日
、
猛
暑
の
中
で

男
子
ソ
フ
ト
十
四
チ

1
ム
、
女
子
バ
レ

ー
十
一一一

チ
l
ム
の
参
加
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
優
勝
を
飾

っ
た
築
地
新
居
チ

l
ム

かいじ国体まであと406日

わ-つ

町
軟
式
野
球
審
判
部
招
待
野
球
大
会
開
催

よし

八
月
四
日
目
、
町
軟
式
野
球
審
判
部

主
催
(
部
長
・
小
池
武
)
に
よ
る
招
待

野
球
大
会
が
町
内
企
業
ら
八
チ
l
ム
に

よ
り
釜
無
公
園
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
大
会
は
、
日
ど
ろ
町
内
各
事
業

所
の
試
合
な
ど
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
、

よ
り
高
い
野
球
技
術
の
向
上
、
お
よ
び

事
業
所
間
で
の
親
睦
を
深
め
る
目
的
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

0

.

優

勝

昭

和

町

役

場

@
準
優
勝

富
士
通
山
梨

¥一同議

U

併
m
七
u

l
参
加
チ

l
ム
盟
和
産
業
・
テ
ル
キ

〕
合
系
出
口

ヤ
ツ
ツ
・
テ
ル
モ
・
キ
ト
l
ク
レ
ー
ン
ズ

・
松
下
電
器
・
近
鉄
第

一
ト
ラ
ッ
ク

報広

女
試
合
の
結
果
女

(
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉

優

勝

西

条

二

区

A
チ
1
ム

準

優

勝

押

越

チ

1
ム

三

位

築

地

新

居

チ

l

ム

(
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉

優

勝

築

地

新

居

チ

l

ム

準

優

勝

河

西

チ

1
ム

三

位
上
河
東
二
区
A
チ
1
ム

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
優
勝
し
た

西
条
ニ
区
A
チ
l
ム

大
勝
・
副
部
長
よ
り
優
勝
の
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
受
け
と
る
役
場
チ

l
ム



原
付
自
転
車
も
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
義
務

す
べ
て
の
道
路
で
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
義
務

大
く
す
り
の
飲
み
方

い
ま
ま
で
は
、
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
す
る
よ
う
に
努
め
る
」
と
い
う
努
力

義
務
だ
け
で
し
た
が
、
改
正
後
は
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

A
V
 

す
べ
て
の
道
路
に
つ
い
て
、
そ
の
着

用
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

罰
則
:
・
:
・
な
し
。

反
則
金
:
:
:
な
し
。

行
政
処
分
点
数
:
・
・
:
1
点

年

7
月
5
日〉

い
ま
ま
で
は
、
高
速
道
路
な
ど

で
運
転
者
は
シ

l
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
、
同
乗
者
に
対
し
て
も
着
用

さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
、
と
い
う

い
わ
ゆ
る
努
力
義
務
で
、
違
反
を

し
て
も
特
段
の
不
利
益
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
後
は
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

A
V
 

①
運
転
者
は
、
高
速
道
路
な
ど
に

限
ら
ず
、
す
べ
て
の
道
路
で
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
ζ

と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

②
運
転
者
は
、
助
手
席
同
乗
者
に

も
着
用
さ
せ
る
よ
う
に
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

③
運
転
者
は
、
後
部
座
席
同
乗
者

に
も
着
用
さ
せ
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に
な

り
ま
し
た
。

新
一
郎

島

中

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
(
薬
剤
部
長
)

を
き
ち
ん
と
守
っ
て
下
さ
い
。
症
状
が

軽
い
か
ら
と
い
っ
て
勝
手
に
量
を
加
減

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

病
院
で
も
ら
う
く
す
り
は
、
袋
に
飲

み
か
た
が
書
い
て
あ
る
の
で
、
そ
の
通

り
に
使
用
し
て
下
さ
い
。
指
定
さ
れ
た

時
(
例
え
ば
毎
食
後
と
か
、
八
時
間
毎

な
ど
)
に
忘
れ
ず
に
飲
ん
で
下
さ
い
。

も
し
、
食
事
を
基
準
に
飲
む
く
す
り
を

飲
み
忘
れ
た
場
合
は
、
思
い
出
し
た
時

が
指
定
さ
れ
た
時
期
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遅

れ
て
い
な
け
れ
ば
飲
ん
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
が
、
も
う
す
ぐ
次
の
服
用
時
期
が

く
る
よ
う
で
し
た
ら
、
そ
の
回
は
抜
い

て
下
さ
い
。
次
回
は
必
ず
一
回
分
だ
け

飲
ん
で
下
さ
い
。
飲
み
忘
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
二
回
分
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

時
間
で
飲
む
く
す
り
を
忘
れ
た
場
合
は
、

思
い
出
し
た
時
に
飲
み
、
次
回
か
ら
は

そ
の
時
間
分
だ
け
遅
ら
し
て
下
さ
い
。

病
院
で
も
ら
う
く
す
り
は
、
そ
の
時

の
病
状
に
合
わ
せ
て
処
方
さ
れ
て
い
る

の
で
、
飲
み
の
こ
し
た
く
す
り
は
飲
ん

で
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
も
し
、

く
す
り
で
副
作
用
が
出
た
時
は
、
す
ぐ

に
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
と
相
談
し
指
示

を
う
け
て
下
さ
い
。

企

画

財

団

法

人

一
般
に
く
す
り
は
体
の
中
(
血
液
の

中
)
に
入
っ
て
、
そ
の
効
力
を
発
揮
し

ま
す
。
血
液
の
中
の
く
す
り
の
濃
度
が

あ
る
一
定
の
濃
度
に
あ
る
と
き
効
果
を

現
し
、
そ
の
濃
度
以
上
に
な
る
と
副
作

用
が
発
現
し
、
以
下
の
場
合
は
何
日
間

飲
ん
で
も
効
果
は
現
れ
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
く
す
り
を
飲
む
と
き
は
指
示
さ

れ
た
こ
と
を
正
確
に
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。く

す
り
は
私
た
ち
の
身
体
に
直
接
用

い
る
も
の
で
す
か
ら
、
有
効
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
で
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
良
い

く
す
り
で
も
使
用
方
法
を
誤
る
と
、
無

効
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
危
険
な
状

態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

く
す
り
に
は
、
薬
局
や
薬
庖
で
買
う

も
の
と
、
病
院
で
も
ら
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。薬

局
や
薬
庖
で
買
っ
た
く
す
り
に
は

必
ず
添
付
文
書
(
能
書
)
が
つ
い
て
い

ま
す
。
添
付
文
書
に
は
、
乙
の
く
す
り

を
使
う
上
で
必
要
な
事
柄
が
す
べ
て
書

い
て
あ
り
ま
す
。
く
す
り
を
買
っ
た
ら

必
ず
添
付
文
書
を
読
ん
で
下
さ
い
。
そ

し
て
、
用
法
・
用
量
と
注
意
事
項
の
欄

⑬ 9月4日よ管理乙一一一

V ト圏マ ルム

わつ

(
施
行
は
日

よし

自
動
二
輪
車
も
ど
の
道
路

で
も
か
ぶ
ら
な
い
と
違
反

占
小
:
一
占
川

報広

自
動
二
輪
車
は
、
い
ま
ま
で
全
道
路

で
そ
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
行
政
処
分
点
数
1
点
が
付
さ

れ
る
の
は
、
最
高
速
度
毎
時

ωキ
ロ
以

上
の
道
路
で
の
違
反
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、

( 5)昭和 60年 9月1日発行
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改
正
後
は
、
こ
の
よ
う
な
道
路
の
限

定
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
(
た
だ
し
、

施
行
は
日
年

7
月
5
日
)

罰
則
:
:
:
な
し
。

反
則
金
:
:
:
な
し
。

行
政
処
分
点
数
:
:
:
1
点
(
た
だ

し
、
高
速
道
路
な
ど
で
運
転
者
が

非
着
用
の
場
合
の
み
。
)

里
仁
会



河
束
中
島
区
表
彰
受
け
る

新

一

山

梨

県

緑

化

推

進

委

員

会

に

よ

る

、

さ

く

ら

の

名

目

一

'

勝

地

づ

く

り

功

労

者

表

彰

に

、

本

町

河

東

中

島

区

が

月

一

/

団

体

表

彰

と

し

て

七

月

十

一

日

間

島

ロ

ー

ヤ

ル

会

館

竺

バ

ユ

に

お

い

て

表

彰

さ

れ

ま

し

た

。

一

一

J

当
区
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
田
園
地
帯
を
流
れ
る

剛

一

ヲ

プ

山

伏

川

沿

い

一

、

五

O
O
m
に
一

0
0
2
2
2

一

ー

一

し

、

以

後

年

二

i
三
回
の
消
毒
と
年
一
回
の
下
刈
を

一

ノ

、

一

毎

年

実

施

し

て

い

ま

す

。

宅

地

化

が

年

々

進

む

な

か

一

.

一

で

、

こ

の

桜

並

木

を

守

る

た

め
区
民

一
体
と
な
っ
て

〉

一

づ

一

保

護

、

育

成

に

努

力

し

て

い

る

功

績

が

認

め

ら

れ

た

末
一

1
6

一
も
の
で
す
。

う

一

』

J

一

よ
一
勝
一

し
一
名

表
彰
を
受
け
る
区
代
表
・
山
下
区
長

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
私
た
ち
の
く
と
な
り
ま
す
。

ら
し
の
向
上
や
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域

す
か
い
じ
国
体
親
切
運
動
の
推
進
役
と

づ
く
り
(
ふ
る
さ
と
づ
く
り
)
を
進
め
な
り
ま
す
。

る

た

め

の

セ

ン

タ

ー

で

す

。

町

内

の

地

域

推

進

委

員

は

次

の

方

々

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
県
下
で
約
七
五
で
す
。
(
順
序
不
同
)

。
名
の
地
域
推
進
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
〔
氏
名
〕
〔
所
属
団
体
〕
〔
地
区
〕

い

ま

す

。

一

瀬

金

造

社

協

・

教

委

河

東

中

島

地

域

推

進

委

員

の

主

な

役

割

は

次

の

河

西

真

民

生

総

務

西

条

二

区

と

お

り

で

す

。

保

坂

敏

弥

区

長

会

長

清

水

新

居

合
ふ
る
さ
と
ずつ

く

り

県

民

運

動

を

よ

り

武

田

か

ほ

る

婦

人

会

上

河

東

一
層
推
進
す
る
た
め
住
民
に
参
加
を
井
口
の
り
子

婦

人

会

西

条

二

区

求

め

、

意

識

を

高

め

る

地

域

リ

ー

ダ

高

野

久

枝

愛

育

会

西

条

二
区

ー

で

す

。

須

田

富

美

子

婦

人

会

河

東

中

島

合
み
な
さ
ん
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
若
尾
と
め
子
婦
人
会
西
条
新
田

な

ど

の

相

談

役

と

な

り

ま

す

。

窪

田

孝

枝

婦

人

会

紙

漉

阿

原

台
セ
ン
タ
ー
と
み
な
さ
ん
の
パ
イ
プ
役
磯
部
さ
だ
子
婦
人
会
築
地
新
居

J
F
¥づ〆
H
A
j
Hゐ，
j
マ
ヲ
ム
ム
j
』

¥同

J
J
H
¥ヲ
J
H
A
J
J
H
¥司
j
F
Aノノヤ
4
f
'
M
¥司
/
F
4
j悼¥国/ノ
恒¥
『
，
ム
¥
ヲ
/
マ
ヴ
λ
F
4
j
H
Aノ
ノ
マ
ヲ
ノ
守
司
ノ

昭和町スポーツ少年団に

よる町内美化運動実施

昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
(
本
部
長
・

一
瀬
金
造
)

に
よ
る
町
内
美
化
運
動
が

八
月
八
目
的
朝
五
時
三

O

分
か
ら
約
二
時
間
を
か
け

て
各
地
区
の
主
要
箇
所
の

空
缶
・
空
ピ
ン
な
ど
を
拾

い
ま
し
た
。

乙
の
事
業
は
、
毎
年
本

部
事
業
と
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
今
回
団
員
二

O

O
名
役
員
な
ど
三

O
名
に

よ
り
、
各
地
区
八
ケ
所
に

分
散
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
社

会
奉
仕
活
動
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
す
。

駅
前
に
て
ゴ
ミ
を
収
集
す
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

一度飼ったら

捨てな打決心

救急活動は

みんなの命を守Dます

動物愛護週間 9月20日-26日
9月9日は「救急の日」です



町
民
パ
ス

2
号
車
購
入

わ

本
町
で
は
、
町
民
お
よ
び
各
行
政
に

お
い
て
幅
広
く
活
用
で
き
る
た
め
の
「
町

民
パ
ス

2
号
車
」
を
こ
の
ほ
ど
購
入
し

ま
し
た
。

町
民
パ
ス
は
、

1
号
車
(
二
十
九
人

乗
り
)
を
昭
和
五
十
四
年
に
購
入
、
町

民
の
足
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
乗
員

に
制
限
が
あ
る
と
と
も
に
利
用
数
が
極

め
て
多
い
た
め
に
今
回
の
三
十
七
人
乗

り
大
型
パ
ス
、
町
民
パ
ス

2
号
車
を
購

入
し
た
も
の
で
す
。

側車動白
同野

先
日

入
峨

購

-つ

購入金額
10，100，000円

車名
日野レインボ」

よし報広(7 )昭和 60年 9月1日発行

武
田
神
社
で
交
通
安
全
祈
願

を
受
け
る

2
号
車

お
こ
ん
こ
曲
へ
義
青
家
〕

i

、

e
d
-
-
z
r三

4

一
司
、

V
S
E
冒，、

発
掘
調
査
は
じ
ま
る

昭
和
町
西
条
二
区
に
あ
る
「
い
て
も
発
掘
調
査
す
る
予
定
に
な
っ
て

義
清
塚
」
通
称

「
お
こ
ん
こ
山
」
い
ま
す
。

が
発
掘
調
査
さ
れ
る
乙
と
に
な

り
七
月
二
十
七
日
、
義
清
神
社

内
遺
跡
発
掘
調
査
会
(
会
長
・

石
原
町
長
)
向
調
査
団
(
団
長

・
須
田
教
育
長
)
が
発
足
、
現

地
調
査
し
ま
し
た
。

甲
斐
源
氏
の
祖
・
源
義
清
の
墓
と
伝

え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
甲
斐

源
氏
の
発
祥
地
は
西
八
代
郡
市
川
大
門

町
平
塩
だ
と
す
る
説
が
ほ
ぼ
定
説
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査
で
「

平
塩
の
岡
」
説
を
覆
す
か
重
要
な
手
掛

か
り
に
な
る
と
、
県
内
外
の
考
古
・
歴

史
関
係
者
が
注
目
し
て
い
ま
す
。

調
査
会
に
は
地
元
町
文
化
財
審
議
委

員
を
は
じ
め
と
し
て
、
磯
貝
正
義
山
梨

名
誉
教
授
、
佐
藤
八
郎
県
文
化
財
審
議

委
員
、
清
雲
俊
一冗
山
梨
郷
土
研
究
会
常

任
理
事
、
服
部
治
則
山
梨
大
教
授
ら
、

県
内
の
古
代
、
中
世
武
田
氏
研
究
の
専

門
家
が
加
わ
っ
て
八
月
二
十
四
日
か
ら

発
掘
に
は
い
り
、
乙
の
塚
が
本
当
に
義

清
の
墓
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、

義
清
神
社
内
、
町
内
の
史
跡
な
ど
に
つ

源

O
清
和
天
皇

l
貞
純
親
王
!
経

基
ー
満

仲

l
頼

義

頼

ー

ー

ー
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条

次
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新
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三
郎
刑
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一一
一
良
逸
目
頭
太
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田

太

郎

「

忠

頼

義
l

義

光

斗

義

清

T
清

光

T
信

義

よ

一
号

h
h
i

一

-

一

石

和

五

郎

r
i
l
l

「

信

光

加
賀
美
次
郎
小
笠
原
次
郎

遠

光

l
長

清

西条ニ区

通称おこんこ山

果~札結入事[エ

甲斐源氏の略系図

奈
古
十
郎

八
代
与
三

官

同

車

問

1

;

 

信

9月8日(日)r美清塚」

一般公開説明会現J也

工事 名 工事場所 落札金額 落札業者 担当課

町立押原小学 円 側樋川建設
教委員会育校・渡り廊下 押原小学校 2，580，000 甲府市中央

改築工事 5---7---26 

町校普立押通教原室小棟事学 向上 3，100，000 向上 。
軒天補修工

昭和町車庫増 鞠旭建設
築工事

役場 1，470，000 
西条 455

総務課

西条舗新復田1号 側守市谷組
線 装旧工 西条新田地内 700，000 甲 府 中央 建設課
事 5---6---30 

西条字山宮地
設内町道舗装新 西条二区地内 1，000，000 向上 グ

工事

西条二区地新内 丸浜舗道東側
山梨線舗装 西条二区地内 2，502，000 甲府市光 // 

設工事 寺町 4---42

清水新居新小松 山東建設側
回線舗装設 清水新居地内 2，941，000 甲府市国母 // 

工事 8---22---13 

西条一区地装内 側輪田道曲輪路
新昭寿荘線舗 西条一区地内 3，597，000 櫛形町 4ク

設工事 田2846

築地新居字大 側中村建設

装神地新設内町工道事舗
築地新居地内 4，316，000 竜王町万才

312 

昭和 60年 7月執行分
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10月1日全固いっせいに行われます

合
回
調
査
の
対
象
は
約
一

見
込
ま
れ
て
い
ま
す

来
る
十
月
一
日
に
は
、
国
勢
調
査

が
全
国
で
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
大
正
九
年
に
第

一
回
の

調
査
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
五
年
ご

と
に
行
わ
れ
今
回
は
十
四
回
目
に
当

億
二
千
百
万
人
と

た
り
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
、
全

国
で
約

一
億
二
千
百
万
人
、
約
三
千

八
百
万
世
帯
が
対
象
と
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

九
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す

調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
の
た
め

に
、
国
勢
調
査
員
が
九
月
下
旬
か
ら

皆
様
の
お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
。
そ

の
際
に
調
査
票
と
と
も
に
記
入
方
法

まてな
すのど
。おを

願示
し、し
」た

を「
一国
緒勢
に調
お査
配 lこ
りつ
し L、

調
査
票
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す

調
査
票
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式

と
い
っ
て
調
査
票
に
印
刷
さ
れ
た
二

ミ
リ

×
四
ミ
リ
の
枠
(
口
)
内
に
黒

鉛
筆
で
自
の
よ
う
に
横
線
を
太
く
、

濃
く
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
記
入
方
法
や
記
入
に

当
た
っ
て
の
注
意
を
「
国
勢
調
査
に

つ
い
て
の
お
願
い
」
に
示
し
て
あ
り

ま
す
の
で
調
査
票
を
記
入
す
る
前
に

よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国

勢
調
査
に
つ
い
て
の
疑
問
、
お
問
い

合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
調
査
員

ま
た
は
市
区
町
村
役
場
等
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

あ
り
の
ま
ま
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

国
勢
調
査
の
調
査
票
は
統
計
を
作

る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
調
査
員

を
は
じ
め
調
査
関
係
者
は
、
統
計
法

と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
調
査
票
の
内

容
を
他
に
洩
ら
し
た
り
す
る
こ
と
を

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
記
入
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
統
計
は
行
政
施
策
の

重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す

国
勢
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
全
結
果
は
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

体
の
人
口
が
正
確
に
把
握
さ
れ
る
ほ
の
行
政
施
策
の
重
要
な
資
料
と
な
り

か
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
ご
と
の
ま
す
。

人
口
、
あ
る
い
は
男
女
別
、
年
齢
別
、

産
業
別
な
ど
の
人
口
構
成
も
明
ら
か

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
急
ピ
ッ
チ

で
進
行
す
る
わ
が
国
の
高
齢
化
社
会

の
実
態
、
母
子
世
帯
、
昼
間
の
人
口

お
よ
び
世
帯
の
状
況
の
把
握
な
ど
に

も
重
点
が
置
か
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

現
在
わ
が
国
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
調
査
の



あしらせ

轡

現
在
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
受
給
者
証

が
九
月
末
日
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す

の
で
次
に
よ
り
手
続
き
し
て
下
さ
い

0

.
該
当
者
六
十
八
歳
(
ひ
と
り
暮
し

老
人
六
十
五
歳
)
か
ら
七
十
歳
未
満
の

方-
持
参
す
る
も
の

鑑・

日

時

西
条
一
区

西
条
二
区

わ-つよし報広(9 )昭和 60年 9月 1日発行

清
水
新
居

西
条
新
田

押河
東
中
島

紙
漉
阿
原

各
種
保
険
証
・
印

越

六

O
年
九
月
二
十
四
日
的

午
前
九
時

i
九
時
二

O
分

午
前
九
時
三

O
分

1
十
時

二

O
分

午
前
十
時
三

O
分

1
十
時

五

O
分

午
前
十
一
時

l
十
一
時
二

O
分

午
前
十
一
時
三

O
分

1
十

二
時

午
後
一
時

1
一
時
二

O
分

午
後
一
時
三

O
分

1
一
時

五

O
分

築
地
新
居

飯

喰

午
後
二
時

1
二
時
二

O
分

午
後
二
時
三

O
分

1
二
時

五

O
分

午
後
三
時

i
三
時
二

O
分

午
後
三
時
三

O
分

i
三
時

五

O
分

上
河
東
二
区
午
後
四
時

1
四
時
二

O
分

.

場

所

各

地

区

と

も

公

会

堂

(

西

条
二
区
の
み
第
一
公
会
堂
)

河

西

上

河

東

来
年
四
月
に
採
用
す
る
警
察
官
採
用

試
験
を
九
月
二
十
二
日
⑪
山
梨
学
院
大

学
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

応
募
の
資
格
等
は
、
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。
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簸
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作
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・
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。
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梨
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又
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。
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作
品
は
乙
の
か
ぎ
り
で
は
あ
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作
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。

プ
リ
ン
ト
の
場
合
、
入
賞
通
知
を

受
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。
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だより問問謙抑

<ツベルクリン反応検査>

日 時 9月11日(水)午後 1時--2時

場 所 中央公民館

該当児 ・昭和59年10月 1日~昭和60年3月31日までの出

生児0

・昭和59年4月 1日~昭和59年9月30日までの出

生児で未接種者。

・昭和59年9月fL:BCGを接種した者(陽転確認

のため)

持ち物 母子手帳

※上記該当児のうちBCG接種後 1年以内の者は対象から除

外されます。

〈判定及び BCG接種〉

実施日 9月13日(金)

受付時間 判定…………午後12時45分--1時30分

BCG接種…午後 1時--2時

場 所 判定……-…一中央公民館講堂

BCG接種… H 保健室

持ち物 母子手帳・問診票

※判定の結果、陰性者にはBCGを接種しますがつぎのよう

な人はBCGを接種できません

1.発熱している者、著しい栄養障害の者。

2.まん延性の皮ふ病にかかっている者。

3.免疫抑制剤、副腎皮質ステロイド剤などの投与を受けた者。

4.はしかの予防接種またはポリオ生ワクチン投与後 1か月以

内の者。

5.2週間以内に上記以外の予防接種を受けた者。

6. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙した者。

日 時 9月26日(木)午後 1時--2時

場 所 中央公民館

該当児 ・ I期……昭和58年3月 1日~昭和58年8月31

日までの出生児。

err期…… I期3回を完了して 1年から 1年6

か月以内の者0

・昭和56年9月 1日~昭和58年 2月28日までの

出生児で未接種者。

持 ち物 母子手帳・問診票

<注意事項>

口前夜と当日の体温は必ずはかつて下さい。

。問診票の記入もれや押印の忘れがないようにして下さい。

o接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれ下さい。

〈つぎのような人は接種できません〉

1.発熱している者、または著しい栄養障害者。

2.心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3.はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内

の者。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙した者。

結核検診は年に一度受けるよう法律で定められています。

町では下記日程lとより検診を実施しますので、該当者はもれ

なく受診してください。

<注意事項>

1.学校、勤務先または病院などで受診された方、受診される

方は町の検診を受ける必要はありません。乙の他、何らか

の理由で受診できない方は配付いたします受診票に必要事

項を書き乙み役場保健課へ提出してください。

2.どの会場でも受診できますが、受診の際には受診票を必ず

持参してください。

※問い合せ昭和町役場保健課 電話75-2111

実施日 メ~ 場 時 間

9月5日 築地新居公会堂 午前9: 00 --11 : 00 

(木) 午後 1: 30 -- 3: 30 

9月6日 押越公会堂 午前 9: 00 --11 : 00 

(金) 午後 1: 30 -- 3: 30 

9月11日 清水新居公会堂 午前9: 00 --11 : 00 

(水) 西条二区 午後 1: 30 -- 3: 30 

第 1公会堂

9月12日 西条一区公会堂 午前9: 00 --11 : 00 

(木) 西条新田公会堂 午後 1: 30 -- 3: 30 

9月17日 紙漉阿原公会堂 午前 9: 00 --11 : 00 

(火) 河東中島公会堂 午後 1: 30 -- 3: 30 

9月19日 飯喰集落センター 午前 9: 00 --11 : 00 

(木) 河西公会堂 午後 1: 30 -- 3: 30 

9月20日 上河東二区 午前 9: 00 --11 : 00 

(金) 集会所

上河東公会堂 午後 1: 30 -- 3: 30 

結核検診と同時に成人病検診を実施します。

1.実施日、場所、時間は結核検診の日程と同じです。

2.検査内容身長・体重測定、血圧測定、尿検査、血液検査

(肝機能・貧血・総コレステロール・血糖)、

聴打診、※心電図※眼底検査

。ただし、※印の検査は築地新居公会堂と押越公

会堂の 2会場だけで実施。

3.料 金 100円(なお、築地・押越公会堂での検査の場

合は 600円)

・ただし、 70歳以上の方は無料で受診できます。

実施日 場 所 受付時間 料 金

9月5日 築地新居 午前8時30分 500円

(木) 公会堂 --10時 ※ただし、 70歳以

9月6日 押越公会堂 上の方は無料

(金)
// 

<留意事項>@検査当日は飲食せず、会場へお乙しください。



9月27日(金)

午前10時20分--10時25分

場 所 旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をしてください。

生

¥¥¥  第 回 第 2 回

実施日 9月 9日(月) 9月18日(水)

時 間 午後 1時30分~ 午目ij9時~

場所 中央公民館(和室)

対象者 妊娠5か月以降の妊婦

持ち物
母子手帳・体操のできる服装

テキスト代 300円

9月25日(水)

午後 1時--2時

中央公民館(受付は講堂でします)

昭和57年 6月 1日~昭和57年8月31日までの出

生児、及び前回未受診児。

母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについ

ての質問票

※尿検査がありますのでど承知おきください。
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友
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園
師
言
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天
下河

田
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地

区

持ち物

実施日

受付時間

場所

該当児

時

好
子

上
河
東
二
区

よ

日

土
用
干
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江
戸
接
着
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事
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呆
も
な
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、
」
う
も
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乱
井
黄
昏
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輿
石
さ
車
代

し

実施 日 受付時間 該 当 児 場所

9月 3日 昭和59年8月生まれ

(火) 午後 1時 11月生まれ
中央

9月 10日 --2時 昭和60年 2月生まれ 公民館|

(火) // 5月生まれ

9月 7日(土)・ 21日(土)

午前 9時--11時30分

場 所 中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

すのでお気軽にお出かけください。

実施日 9月 30日(月)

受付時間 午後 1時--1時30分

場 所 中央公民館

該当児 昭和60年4月 1日--7月31日までの出生児

持ち物 母子手帳

"'......神経芽細胞腫の検査方法の説明と検査セットの配付，..，....，

整形外科検診時K4・5か月の乳児を対象K検査方法の説

明と検査セットの配付をお乙ないます口

対 象 昭和60年4月及び 5月出生児

持ち 物 60円切手 1枚または現金60円
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母子手帳・筆記用具
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9⑧事
~fIの乙よ汎 SEPTEMBER=長月(ながつき)

子どもまつり(押中校庭〉

16 振替休日

結核レントゲン検診・成人病検診
(阿原ムヨ謹・中島公会堂〉17 

18 

19 

彼岸入り

秋の全国交
通安全運動
--30日

21 

手

f堅持竺暗号ij!1123
妻室長室74思議j 結核予防週

同--30日24 

3歳児健康診査(中央公民館〉
25 

3種混合予防接種(中央公民館〉26 彼岸明け

不用犬猫収集日(旧役場前〉

28 

手[J~整形タ将司検診(ヰ吹公E憩官Y
町県民形館2賜榔艮・国民健康側墳
税9月分納期限

30 

防災訓練に参加しよう防災の日
関東大震災
記念日

q 

乳児健康診査(中央公民館〉

2 

4 

3 

20 
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※
今
月
は
祝
祭
日
が
あ
る
た
め
収
集
日

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
確
か
め
て

必
ず
町
指
定
の
紙
袋
ま
た
は
荷
札
を
使

っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
最
近
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て
の

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
指
定
以
外
の
紙
袋
な

ど
で
出
さ
れ
た
も
の
、
可
燃
物
と
不
燃

物
が
い
っ
し
ょ
に
は
い
っ
て
い
る
も
の

な
ど
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
が
多
く
、
収
集
に
も
手
間
ど
っ
て
い

ま
す
。

清
潔
で
住
み
良
い
生
活
環
境
を
保
つ

た
め
に
も
ル
ー
ル
を
守
り
、
美
し
い
町

づ
く
り
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。


